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研究成果の概要（和文）：「小さな共同体」がつくりあげてきた災害に対処する潜在力を、災害経験の文化化（災害文
化の生成）としてとらえ、共同体が経験し対処してきた破局的状況に着目して、「災害」に対する共同体の柔軟で重層
的な叡知のもつ実践的可能性の検討を目的とした。その重層的なメカニズムを具体的に解明するため、これまで蓄積し
てきたフィールドデータを読み替え、あらたに収集したデータとともに利用可能なデータベースとして一部蓄積した。

研究成果の概要（英文）：Regarding the practical potential of ‘small-local community’ that enables the 
recovery from natural disasters as ‘culture of experiencing disaster’, this study aims to explore the 
practical potential of multiple and flexible knowledge created by community in coping with potential risk 
of natural disasters. To clarify the multiple mechanism of ‘culture of experiencing disaster, we 
reinterpreted the data that were collected in our field research and added new ones so that we can 
establish an usable database for further research.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ３１１の大震災以降、災害と安全に対する
社会的関心は飛躍的に増大している。こうし
た思潮のなかで、被災した共同体の再建や共
同体の紐帯の再評価についても多くの議論
がうまれている。 
 本研究は、こうした議論や検討の基礎とな
る災害に対処する「共同体の潜在力」に関し
て根源的に再検討をくわえるとともに、潜在
力が創造する実践的な可能性を探究するこ
とで、これまでの災害に関する社会学的研究
に実践的な視座を提供する必要があった。 
 代表者等は、現代世界を席巻する近代的開
発主義や経済合理主義と、対極の立場でそれ
を批判する自然環境主義の双方を斥けるな
かで、「小さな共同体」の生活世界の保全を
第一義とする「生活環境主義」を提唱した。
この方法的視点にたって、現代社会における
環境破壊に対して共同体の環境保全力に着
目しその発現メカニズムを解明する研究が、
1980 年代以降、代表者等によって数多く蓄
積されてきた。 
 「小さな共同体」が創造してきた、災害に
対するこの全体的日常的対応力を、代表者は、
災害文化と捉えてきたが、こうした発想につ
いては、2002 年以降、集中的に研究を蓄積
してきた。 
 まず 2002-4 年には、小さな共同体の知の
実践性を確認し分析する作業に着手した。 
 2005-7 年の研究では、小さな共同体がもつ
災害の記憶と地域創成の可能性を検討した。 
 2009-11 年の研究は、小さな共同体の災害
の記憶の(災害）文化化とその実践性を具体
的に検討することで、小さな共同体が編み上
げてきた災害の記憶は、共同体内のさまざま
な要因と融合されることで災害文化として形を
与えられ、今この世界を生きる人々に対して
慣習的な災害予防／対処／復興実践を可能
にしているメカニズムを解明した。 
 本研究はこの一連の研究の継承であり、バ
ージョンアップでもある。 
 
２．研究の目的 
 現代社会は、世界を標準化しようとする強
力な力と、それに対抗するローカル化の多様
な力との相互作用によって特徴づけられる。
代表者等は、1980 年代以降、この相互作用
を「小さなコミュニティ」のイニシアティブ
という視点から読み解き、それが蓄積し運用
してきた知識や実践に今後の社会の在り方
の可能性を見出そうとしてきた。 
 「生活環境主義」と代表者等が名付けたこ
の方法を通して、現代社会の環境保全のため
に新たな実践的視点を確立してきたのであ
る。 
 本研究は、その蓄積を基礎として「小さな
共同体」が経験し対処してきた破局的状況に
着目して、社会を襲った「災害」に対する共
同体の柔軟で重層的な叡知のもつ実践的可
能性を探究し、「小さな共同体」がつくりあ

げてきた災害に対処する潜在力を、災害経験
の文化化（災害文化の生成）としてとらえ、
その重層的なメカニズムを具体的に解明し
することを目的としている。 
 本研究が解明しようとするのは具体的に
は、以下の 3 点である。第一には災害の記憶
と文化（慣習）化の過程であり、第二には、
慣習の実践性であり、第三に接合メカニズム
である。 
 第一の課題は、小さな共同体の知の生成過
程に着目して、災害の経験が共同体の成員に
よって記憶化され、日常生活に埋め込まれる
ことで慣習的実践と結びつくことを、災害経
験の災害文化化ととらえてその過程を具体
的に記述する作業である。 
 一例をあげるならば、滋賀県湖西地方知内
地区で 250 年近く書き続けられている「村の
日記」における水害に関する全記述の分析を
通して、その被害内容の言い伝えや警句が、
21 世紀の今日どのような形で変形され継承
され再編成されているかを明らかにする。 
 第二の課題は、文化化された慣習的行為が、
災害に対する予防／対処／復興の営みに対
して実践的役割を担っている過程を定式化
する作業である。 
 具体的には、先の知内の例でいうと、江戸
期に起こった湖水水害によって家財を喪失
し甚大な被害を受けた人びとを救済するた
めの村の資源（知内の場合は知内川の簗漁業
権）の優先分配が、文化慣習化し、昭和期に
いたるまで村主導の社会福祉（生活保護）施
策としての「貧民稼ぎ」として実践的に機能
してきた。その制度とそれに関わる人びとの
意識の変容過程を実証的に分析し定式化す
るといった作業である。 
 第三の課題については、第二の課題で述べ
た実践のなかで今日確認される二つのベク
トル（「むら」的連帯と地球市民的連携）を
接合するメカニズムを解明するものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、代表者等（古川、鳥越、松田）
が長期にわたってかかわってきた琵琶湖北
西岸のコミュニティで260年以上にわたって
連綿と書き綴られてきた「村の日記」および
その膨大な関連史料を共通のプラットホー
ムにして、それぞれのメンバーが長期に関わ
ってきたそれぞれのフィールド（小さな共同
体）における災害文化の生成と運用について
の実証的な研究を進めていく。個々の研究を
関連づけるために、以下の 4つの共通の方法
論的枠組みに準拠する。 
①「小さな共同体」の生活世界への依拠。 
 小さな共同体が経験してきた外部からの
拘束や共同体自身の自律的対処の経験が本
研究の基点である。 
②歴史軸の導入。 
 災害が生起した瞬間やその時代のみに焦
点をあてるのではなく、共同体が生きてきた
歴史的経験をとりいれる。そのタイムスパン



は、現在の共同体のなかで口承や文書などで
記憶化されている期間を想定する。 
③生活環境主義的枠組。 
 本研究は、生活世界システムの保全を最優
先として、自然と社会を再編成していく小さ
な共同体のイニシアティブに着目するから
である。 
④実践的接合性の重視。 
 小さな共同体が生成してきた災害文化の
なかに埋め込まれ、今日機能している二つの
ベクトル（むら的連帯の再生と地球市民的連
携の導入）がいかに接合し、それが現実の実
践のなかでどのような作用をしているのか
について具体的に検証する。 
 各フィールドの災害文化生成のプロセス
は異なるが、その根底には、共同体による災
害文化化実践（予防・対処・記憶・継承）が
共通にみられることが確認できているため、
その過程分析をとおして、災害文化生成の一
般モデルを構築する。 
 
４．研究成果 
 「小さな共同体」がつくりあげてきた災害
に対処する潜在力を、災害経験の文化化（災
害文化の生成）としてとらえ、共同体が経験
し対処してきた破局的状況に着目して、「災
害」に対する共同体の柔軟で重層的な叡知の
もつ実践的可能性を検討した。 
 その重層的なメカニズムを具体的に解明
するため、これまで蓄積してきたフィールド
データを読み替え、あらたに収集したデータ
とともに利用可能なデータベースとして一
部蓄積した。 
 具体的には、これまで日本だけでなく世界
でもほとんど蓄積のない、災害現象に生活環
境主義の立場からアプローチし、時間をかけ
ながら災害現象を「災害文化」に変換させて
いく共同体の潜在力に着目し、それらを分析
することを通して、災害を予防し対処し（被
害者を）援護し、記憶（継承）する共同体の
知恵と実践の動態的システムを明らかにし
た。 
 これまでの災害研究は、災害に対する予防、
メカニズム解明、緊急対処および社会復興に
力点が置かれて少なからぬ成果をあげてき
た。本研究は、こうした災害研究とは異質な、
小さな共同体の災害文化の研究である。それ
は小さな共同体が、これまで経験してきた災
害を記憶し、それを文化化することで日常世
界のなかに対応力を築き上げてきた過程を
記述し分析した。 
 こうした生活環境主義の発想は、環境問題
の現場における経済合理主義的思考にもと
づく施策と、開発を拒絶し自然保護を至高の
ものとするイデオロギーの双方を「近代技術
主義」「自然環境主義」として批判するとこ
ろに成立したものだった。この二つの立場は、
一見、対立するようにみえながらも、生活世
界に埋め込まれた総体としての「当事者性」
と「総合性」を欠いており、近代統治システ

ムに固有な「専門化」と「脱文脈性」の罠に
取り込まれている点で同根であった。 
 これに対して、生活環境主義の基本的な視
座は、災害現象を捉える生活の論理を歴史文
化的にかつ生活者の立場から総体として射
程にいれる点であり、共同体が長年にわたっ
て蓄積してきた「災害文化」として把握でき
る点にある。そこでは川や水辺にかかわる
「恵み」も「災い」もともに自らの生活論理
の中に位置づけられているのである。 
 しかしこうした主張は、小さな共同体を自
閉的な小宇宙としてロマン化して捉えるこ
とではない。たしかに 311 震災の後、コミュ
ニティの紐帯や連帯が注目され評価される
ことがある。このような主張はコミュニティ
の紐帯を閉鎖的で万能のものとしてロマン
ティックに想像する罠に陥りがちである。本
研究は、こうしたロマン化を批判して、今日
の小さな共同体が備えている接合力に焦点
をあてそのメカニズムを解明する。 
 小さな共同体のなかでは二つのベクトル
が接合されている。それは、一つは、「伝統
的」「固有」とみなされてきた紐帯を再編成
しようとするベクトルであり、もう一つは、
共同体外部からやってくる、行政（国家や自
治体）、ボランティア、あるいはときには海
外からの支援ＮＧＯといった市民的連帯の
ベクトルである。今日の小さな共同体は、こ
の「むら」的連帯と「地球」市民的連携のな
かで、災害文化を生成していることが明らか
になった。 
 本研究では、小さな共同体が実践している
この現代的接合を明らかにすることで、グロ
ーバル化時代の「むら」の可能性を示し、災
害へのあらたな、しかし、既に潜在力として
ある対応のあり方を提示した。 
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